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富山売薬襲における生産と行商の地域的分化
組村元覚
工まえがき
憲山県の産業の中で‘近代的工業および縮作とと主に注意されるのは売築業
f弔和／ヲ平策審法の実施によって、 「売薬」は家庭薬といわれるが‘社会通
念として従来の認がそのま、使用されることが多い〉である。江戸中期からは
じまる永い全国的行商という伝統をもったこの産業はまさに「生きている歴史」
であり‘ 30 0 'F近〈ちつ泣いている。そして現在手間売上げ I0 0億円内外
といわれ‘売築業者でゐる行商人と製薬関係者で ］， )j人近〈のものがこれに従
事している。富山県の lit帯数は l語、J:2 0 lJであるが‘その約／割がこれに関係
していること‘そしてそれはまた全国売薬業者数の 50対前後をしめているこ
とからももこの産業は地方特殊援護として重要なものである。
乙の産業は古ftからの行調という伝統に生きていること‘またその経営形惑
は零細であってる一人あるいは若干の売子まには通人といわれる情助員を履い
入れて行われることから‘さらにその取扱品は売業という持殊な日 l業生活品で
ゐることからも現在さまざまの問題が存している。こ、では主として次の点を
とりゐげてみたい。それはこれら行商人の出身地のことであるが‘行海人分布
の地域的分1むの傾向を泡病しようと思う。これに連関して‘製楽工場の分布と‘
乙、でつくられた薬を仕入れて旅先 iζ 行〈行商人の分布とが地域的に分離して
いる ζ とを注意したい。戦前には「富山の〈すりやJとt、えば富山の BITからで
る行帝人のことを暗にきしていた。またそれは富山の町で大部分製造されたち
のであった，ところが‘戦後の「富山の〈すりやJは大部分が富山の百？ではな
くなり，むしろその周辺に分敬してゆき a 富山は単に彼らの象徴的な名称にす
ぎな〈なっているという驚〈ぺき変輔がみられるのである。その地域分 ftのi量
得は別のところで論ずるので‘こ、では現在の分布現象についての一新箇だけ
を禾すものである毎
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宜生産地域の集積
富山寺苦笑でほながい閉その製薬色行鶏人の分布も鳶山市が中心であった。 ff
高人は以前から海準地区や乎野の内部の灯や村にも多 t分布していたが‘その
人数においても、 i麗 k の企業の経営規模の大きさにおいても‘業界の指導者層
においても‘製楽工業においても護山市は中核であった。 ff列｜えば幕末の業者
数は 3千数百人であワた iJ>a 富山の町のそれは2千 5百人をしめていたし‘そ
の可 f或りのものは家内工業として製薬をなしていた。〕しかし富山市の近代化
と＼ Iζ 唱和初期からの jfj_代工業の設立の進展過程においてその県内においてし
める地泣は次分に縮少｛じしてきたぞ
製薬についてみれば唱和 20 半EJ3の富山市空車場のさ＇、に殆んどすべてのヱ
場ほ焼失したが‘戦後医薬品が欠之し．また利潤の大きかったことによって急
速に復興した a 生店主企業熔は沼利／る手法人 l/.8' • i樋人企業者 I.6 ヲ2-:r：ゐっ
たが‘戦時中企業皇室繍令により／？に統合され‘配給商でも J戸／袋制を施行
した。戦後この統制は解除になり h 沼和 25年・1乙は 135, 33半ー には 2 Iる
となった。
現在の製薬工場の県内分布を都市引にみると （3 3半／尽現在では〉裏山市
は '1l/.工場であって圧倒的に多い。そして中新川郡 3る a 滑川市 3I‘高岡市
I l/-，婦負郡‘射 7K君1)が各 I3込その他 I5ヱ場でゐる。県内の製薬工場の大
半が塞山市を中心に集合しているのでゐる。しかも内容灼 lζ も事山県の三大メ
ーカーのうちの :iつは富山市にゐり‘ことにそのうちのひとつ広貫営は最も大
き〈て‘機械生還をなしていて‘包装過碍にたずさわる女工数は 50 0名に達
し．その生産額はー工場で富山県全体の l/-分の／に達している。富山市が生l主
においてはこのようにして売契の本場をなしている。家庭契の生産量買は iI＇手大
体 20 i意内外であるが I 3 2 r手度は J.If. 5億円で順調に伸びていて，次の表に
みられるように比較的に安定した増加揺りである。その出荷数は宇琴平生産者買と
ほて！司額とみられ‘したがって乙れは販売原僚でもあるわけである。
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ラモ楽を生還する製薬工場は大部分は零細な経営である Q i突の表は富山県の主
ヰ量規模別製薬工場表である。これには家庭菜のほかに医薬品の製造工場を合ん
でいる。ど富山県業務課の調査による〕このうち零細終営δ大部分は妻美慮薬の
護築工場のそれがしめている。思援額
生虚＃i.語草加裂礎工場
f:l 産 高嘉 工場投
I. 0 0 0万円以と ら
50 0～4 000 5 
ユ00～ 500 I 8'
I 0 O～ ユD0 26 
50～ 100 L/. I 
10～ 50 ？／ 
、
。～ 10 51 
' 
による生産規袋号I］では 50 Jj円以下が
過半数に達している。なかには十分な
主主選投繍をもたないで‘製薬包装を tl1
の工場で営むものもある。
それら零細企業では低い賃金の女工
を殺人やとい a 或は季節的に若干名を
や左い入れるのであるが，ヲ意契行 f奇人
カヨ行再軍による荷重量;fl]i閣を蓄積して‘ 製
葵にのりだしーあるいは卸売をしなが
／ら ft雪面で製造をするものもありー亦メー力ーから j京斜を貿い1入れて商療を別に
して簡単な調合をなすにすぎないものもある。
全国の府県別製薬工場設は＇ 3 .2半宋の厚生省調では‘東京カ五分一位で 7!3‘ 
芳二位大i波 !j.0 !j. h ついで重富山県は芳三位であり． しかも富山市とその周辺が
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／ ι3，その fqの地区が 5b と合っている。なお玲昭子立は議開喫で g0をしめ
ている。富山県の製薬工場の分布 f 領容 i定のそれが相当に多いが主~際 k l主事選
品の用途により医終‘あるいは家窓迄となる Jで双，プ"j］） 生Z筆頭の己主別は！若年警で
ある。〉はこのように令調にも高い土台率をしめているが‘それらは富山市 lζ 集
中しておっ a しかもそのなかに零沼工場が多いなかに‘投1図の近代的大合主主に
生盛が集中している。
直行商人分布の分散灼煩向
さきにふれたように富山平野における売薬行謝人の分布 Ii，時代 k b. により‘
それぞれの儀相を呈するのでゐるが‘戦前の大きな持色は富山市にその中撲が
ゐった。それが戦後急速に変親をとげつ、ある。 /J{Q)表は昭和 .25＜μにおける
＠ 
分布状態をしめすものでゐる。富山市はなお中心的位置をしめていて‘ もっと
も多〈‘療全体の 6.5 0 0人のうち 3分の J強にあたる :2,0 I 0 t乙達していた。
水橋‘滑川がこれに吹いでいた。海婚に殆んど連続して位援する ζ の.2つの町
はともに富山市の半ばにすぎなかった。 fもっとも滑川はその後 s 浜加積‘中
力日積‘菌加穫を合併した〉乙れらを！淡いては四方を加とし量いずれの町村にお
いてもその人数は I0 0を越すことは殆んどなかった。
富山県内の郡市別行商人数 C昭和 J.S'F)
富山市 2,QI 0 高岡市 I 06 
中新川郡 ;,g J, 7 （うち71<橋／，o:z.滑 下新川郡 J, g 
11[5'0(1 と市21/.0‘浜
[§Ii跨渡部 II 
加積 10ム中力荷積 ／J,;J,
E宣加積 137ー そのft!{) 氷見説 ／ 
婦負署名 5g lf.（うち四方l/.35) 上新川郡 なし
射 71<都 7 "lb （うち小杉lf.b‘黒川村る〕
東A跨波郡 I If.5 fうち中国 73‘磐若野
ら:2〕 計 ι.5015 
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昭和3 2竿降雪 苦言 ~u 平野？とおける写経常：1..商人の分布
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と ζ ろが 32年度に富山県の薬務課が調斉した資料によれば‘号IJ表のように
令俸として増加しながら色その聞にこれらの平野の町やことに農村地区をふ〈
めた郡部において増加は急速であった。
呉~の r）、杉‘大門の二百T を中心として大島村‘下村等射 7fく地方の犠カ日や‘ま
た新湊附泣：や海老n:など低潟地帯の増加も著し＜ iー また呉察のと市町を申心と
する立山富了その他農村の場力日等の内陸方商の激増している ζ とが注意される。
富山市は現在はわずかに 3,0 0 0人対外であるのに対し込滑Jl・市はほぜこれ
に近援する数をもっている。そして滑川市を含めて海岸地区の lf!Tや村では 7'
8' 0 c人の多きに達レている。 ζ とJ三そのうち滑川市と ！K橋町のi持者でl.J, 6 00 
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人を専をえ‘喜山手野ではもっとも多い靖氏である。売繁の中心地は今や寄山市
よりもむしろ ζ 、に移ったと兎ても大した誤りではない tらいである。 t!:帯数
をみると E富山市は 35,8'00であるのに；材レて‘滑jI ！？官のそれは .5,'750、7k
橋町は 3,260で合せて 9,2 I 0である。乙の世帯主士の割からみると滑Jl¥ 7k 
橋のもつ密度ははなはだし〈濃いようにみえる。 fl!;山市は電源地得の ！JI( i乙立
地する泣代的新興重化学工業地帝の中心とレて，地方的な商工業都市 tζ 成長し
ており革また媛庁所在地でゐって‘その職業構l或は 2O万の人口をもっ中都市
の性格の一面をおびてきている。それがこれまで永い間売薬差益の中心地でもみ
った。いまや滑jI！‘？k橋では田舎町として売築業が圧倒的な比重をしめている
のでゐる。但し乙、で注意しなり仏ばならないのは‘ヲ苦楽業者の数は !;I.~ 人員で
はな〈／人の義者が 2；黒tζ 行商する場合は Z入として計算してあーるので込この
計数はこれを減じた色の f凡そ 3害！I内外に当る〉として考慮するのが適当でゐ
る。このようなわけで富山では I0 t!t帯に／人込 i号川‘ 7k橋では 2t!:帯 iζ ／人
iJ），だ素行再軍人であるという風に考えてはならない。なお和合l!fは呉酉と呉突の
主誌にゐるが‘伸通川の遁にあり‘射 7k 低 I!草地帯に援しているので ~!JC\ 呉主主地位互
に入れ♂。手野部では呉索のと市町が一つの小中心地をなしているが、兵引
i士大門‘小杉，呉羽‘実婿i皮$（ 乙れは中田町が中心） ~乙分散している。この
ようにしてこの内障の乎野部は 1/-,7 0 0人を教えながら選山平野に広〈普及し
ていて a 呉国ち呉東色ほ、Ji可数である。乙の地区は戦後急速に伸びてきたので
あり， 7k田単作地帯の兼業として選ばれている。米価統制による高水準は米作
農家を豊かにし‘乙れによって蓄積された農業手lJi簡は一部は住宅の改築にむけ
られたが‘またヲち薬 fζ 振りむけられ‘米作にとものう農閑期を利用して売薬行
商 lゆるょう tζ なっ♂
富山市内の業者の懸場壊はこうして農村部に買い主食められ‘資本は都市から
農村に流れに動いていきつ」ある。これが行商人数にも反映して．富山市のそ
れの減少傾向 lζ 対店するものとしてうか三われるのである。農村部はかつて都
市や町の護者の売子あるいは連人の労働力の供給地であった。江戸時代中期以
後弘富山に予言築議が栄えたのはこの米作地借の潜在的過剰労働に依存したので
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あったが‘戦後ば単なる被麗人のほか ic:都市から穏当震の帳簿を買い入れた！峻主
である経営者層が現出しっ、ある。ちっとも滑ji[の郊外の堀江部海のように耕
地面積の少いと乙ろでは大正時代からすでに経営者層として強〈：現われlたとこ
ろもある守乙ねら心中にはその一部の者は農業に自動耕桂機を採り入れ a 農業
生産を機械化して譲り入れを早め‘再び手音楽仔 f濁lζ 出かけるようにしている者
もみられる。
仔海人の経営を仕訳すると‘距離や都市‘農村によって差はゐるが‘仕入金
が35%‘旅費 h 宿泊費が 30%，売子賃金 I5泌が主なるもの℃あるといわ
れる。行膚回数も地域により季節により一様ではないが‘春秋の二回が色っと
も多い部舗であるが‘交通が便利］になるにつれて a その回数は i曽加する傾向が
あり a 一定の行商地域を IXtJって平 lj.. 5 i国も旅t乙出かけ‘／ケ弓内外づつに
して行百五する場合が多い。農村からの行商人は農閑期利用であり B 経営規居草色
慨して小さ t通／人であるいは精 h. I人ないし .2人の補地員をつれて仔〈。そ
の行商の従事日数は，経営規模や農村専業と兼業とにより司なり相違があるがt
司王閣を通じて I0 0日～ ：；， 0 0日が大部分である。次回単作地帯の農業経営で
は‘ tjみに農業労働力の需要との競合をさけて短期間のしばしばの仔商が選ば
れるのに適している。また兼業であれば課税色少 t見積られるという府！主主があ
るといわれる。
行商人は戦前では 1$,000人』ζ遼したこともあったが B 終戦時には3/0:@0
人前後l乙減少レた。平和産業でゐるので戦争中は大重量に徴用、庖召lになった結
粟である。その後回復して現在ほて同一の決議を保っている。色っとも人員の
巴確な把樫l土‘はなはだ掴畿であってョ との数字も富山県楚務課あいは富山県
事実業連合会の調奈によるものである。一例をあげれば県下の射 7k郡の莱村につ
いて‘役場統計では II 8'名を数えるのであるけれどもその実態を 調奈した
と乙ろ I8' S名であったといわれτいる。これは量豊島号期にしばら〈の期簡を売
子とレて！援主に雇われてゆ〈のであって統計にとらないのが裕当数いること‘
また極めて零細であって年所得数万円 tζ 達しない単なる「小使い金かせぎj と
レて営む者もゐり a また若干はもぐりで仔 f笥にでるものもあるからである。
- 141 -
明西日置先の都道府県別分布では北海道七f/, I 0 0人で一番多〈．吹いで索京の
gヲO人 h 新潟‘埼玉．福島‘静間‘愛知の n質でゐる。しかし地方別では中部
地方が l/.,l.J 6 0人．次いで謁築地方が？， I I 0人‘司ミ北地方え 0[{ 0人でめっ
て‘わが国の会選的行調のうち寮臼本が多い。これに〈らべて田富‘中 fi!I 近
畿‘九州の諸地方が比絞的tζ 少い。乙れは奈良‘滋賀‘佐賀‘岡山などの売薬
が近畿‘九州事中園地方などそれぞれの地方で伸びてきてーその市場闘が蚕食
されてぎた、ためであると考えられる。実際のところ‘戦前の千子高先は．中部‘
目司東ー近畿の諸地方をはじめ．本州の中央部にかなり集積していたのであるが‘
戦後その比重は次珍に喰部地方を輸として東日本に儒位する傾向がうか Yわれ
る。昭和 :J,！／.年と 3.2弔を1t較しても山形、青森‘静岡‘愛知が可成りのびてい
るのに対じで‘石川＝長野‘広島‘岐阜などはひしろ減少傾向にゐる。また都
会地lま多〈なり省京都 a 大阪‘愛知は絶対数の上では少いのであるけれども‘
ゃ、のびている。
別表ほ昭和・3.2平度におげるこの行穏入の行先の都道府県別とその出身地で
ある富山県内の各町村別の 2つの軸からその人数を調査したものである。北海
道を主な市場とする地域は‘ 71<橋町をはじめ滑川市‘新湊市‘海老江などの海
岸地区や高山市に多い。とれば幕末から明治以来の北海道との海上交通の調係
によって率引されて派生したものと考えられる。次の東京都は和合町が圧倒的
tと多~＼ 0 手口合町の売薬が盛んになったのは比較的に新し＜ I 大 lEI 0 F手頃から
でゐって a この頃漁獲高の減少 B 芳一次大戦後の米傭高t乙苦しんだ漁民が売，共
行商を選ぶようになったが．大正 I;,1¥の震災後の復興に相応じて急速に伸び
たのであった。和合町は照京に集中しているのに対し‘！司じ〈売薬の盛んな滑
JI[ I 7k橋昌上市は東日本fζ 比較的 iζ 多〈でかける。そして乙の 3つの町は戦後
急激に伸びてきていて‘ ζ れらのもつ大農の人数は．富山県の売実行商が策日
本への’傾斡をプロモートする作用を果すことになるわけである。これに対し古
くからの富山市は全国的tζ平均のとれた分教現象を禾している。九州地方では
f也の地区の出身者が少町のに対してむレろ富山市の出身者が栂対的に多いこと
が著しいが‘ C れは幕末からの永い伝統に生きる売薬草誌にとものう歴史的惰性
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富山売苦雲行商人の聖書内地底別および行先
秋田県 I38"1 l 1 t I ι 。II I 31./. 30 3ヰ 。 0 7 。！ I 
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による色のと考えられる。
行商人の市場となるのは医療機関の鐙わない農村‘［lJ村．漁村であるように
想像され易いが‘実際はかならずしもその還りではな t‘ ζ とに都会地におい
て色利用されてきた。 1箇人の住宅のみでな〈．小工場や会社‘ ζ とにその寮な
どに新市場を線拓しっ、ある。配置制jであるので消費者’it1更手fJであること‘そ
レて軽い胃腸病や風邪には売楽ですまして了うのが医閣にゆ tよりら時間的に
仔都合である ζ と。さらに最近の売薬には予防薬や新築が加わって時代の要請
に対日3した新製品があることなどが‘その理由であるようでゐる。
W 余言
ζれら行商人の分布の最近におげる分散化傾向に対臨して製法企業では‘そ
の集積地に支店や出張所を設げて a 本j苫から製品を蓮んできて行商人の質入れ
に便宜をほかつている。そして若干はこ、でlも製薬ずる場合もないわけではな
い。乙の分数fむ偏向 t乙加えてさらにメーカーの大きいものは行商人と販売にお
いて密接な持別の経済調係をもっている ζ とが注意される。 f酒店の行再審人は協
同組合組織により団結しているが‘その購売あるいは信用業務において有刀な
メーカーは自らを基底にした組合組織をもち‘組合員の仕入れはこ、で行うこ
とにしている。それは広貫掌のようにもともと行商人の出資によって成立され‘
利用組合的色彩をもって設立志れたものもある。 ζれによってその生産品の販
売が確保されている。そうでないものは地域的な護者の絡会の形態をなしてい
る。広貫堂家庭鶏協同組合 f組合員数 1.7'7'7名〉、ラトー薬品工業家庭事実協同
組合 C問 Aる；， '1名〉‘共栄薬草露協同縫合cr可s；，；， 名〉などが前者の191であ
り‘滑川地区配重量家庭築協同組合 fi司／， 3 5 0名〉‘富山家援薬協同級谷 fR司
/, 0 Iる名） . 71<橋家庭薬協同組合 （！可80 9名〉などは没者の例iである。乙
れらの組合の .2つの性格と機能については別に論ずるのでこ、ではふれない。
後者の場合は協同組合の性質からして当然に形成された志のであろうが‘前者
のように大資本メ一方ーが生産の地域的集中においてーしかも協同也合を通じ
てその分iむした行員道人を販売商において縫保レているのであって‘乙の現象は
- i51 -
売業業の地域的分 ftを経営頭において続揺しようとするのである。メーカー同
志の鏡争のなかにあって有利な地泣を確保する志のである。いづれも行商とい
う時じ形態をとりながら地域的分化を契緩として資本の集中 fじが進みつ、ある
ことを吻語るものでゐるといえる。
の 拙君事 戦時戦後経済と金融 f中〉 富山県における実在的僻究 f寓
大組著書経演学部論集分4号）
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